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特別養護老人ホーム 福寿園 ・ 〕
一

令 和4年 度 が始 ま りま した。 おか げさまで 「特別養

護老人 ホ ーム福寿 園」 は感染症 の影 響 も少 な く順 調 に

事業 を進 めてお ります。

今 年度 は、以前 か ら力 を入 れてい る リハ ビ リテーシ ョ

ン を更 に発展 させ、　Lifeに 基 づ く科学的介護 を実践 し、

さ らに心 拍数 や呼吸数 がモ ニター され る機 器 を全ベ ッ

ドに導 入 す るこ とで、利用 者様 に健 康 で安心 した生活

を送 れ る環境 を今 よりも高い次元 で提供 します。

これか らも皆様 の ご理解 ご協 力 をお願 い します。

介護予防拠点センター 「100才 館」 聾〕

令 和4年4月1日 か ら弘前市東 部地域 包括支援 セ ン

タ ーでセ ンター長 を務 め させ てい ただいて お ります。

弘前市東部地域包括支援 セ ンター は弘前市 か ら業務委

託 を受 け、 弘前市東 部圏域(東 ・第五 ・石川 中学校区)

の高齢者 が住 み慣 れた地域 で尊厳 あるその人 らしい生

活 が続 け られ るよ う、高齢者 の保健 医療 の向上及 び福

祉 の増進 を包括的 に支援 す るセ ンター業 務 を行 ってお

ります。 セ ンター職員間 で役 割 と目的 を共有 し、保健

師 ・社 会福 祉士 ・主任介護支援専 門員 それ ぞれの専門

性 を発揮 ・協 力 し合 い、今 の私 た ちにで き る最良 のセ

ンタ ー を目指 して お ります。介 護 予防 拠 点 セ ンタ ー

自00才 館」 内 に事務 所 を構 えて お りますの で、高齢

者 の総 合相 談窓0と して、 お気軽 にお立 ち寄 り くだ さ

い 。

・攣 霊
z

=コ
小規模 多機能 型居 宅介護事業所 「たんぽ ぽの丘 」は、

おか げ様で開設5周 年 を迎 え ました。 皆様 のご支援の

もと、笑顔 の絶 えない、に ぎや かな事業所 とな りました。

これ までの歩み の なかで事業所 と しての基盤 を作 り上

げて きま したが、今年度 は人事異動 に伴 い、 管理 者 と

して主任介護支援 専門員 の堀内 が新 し く配属 とな りま

した。 新体 制 とな り、新 しい風 が吹 き込 んだ今、 さ ら

なる発展 を目指 し、利用 者様 に愛 され、地域 に根差 し

た事 業所 として 日々の業 務 に適 進 してい きたい と思い

ます。 どうぞ これか ら もご指導、 ご鞭燵 のほ ど宜 しく

お願 い致 します。
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軽費老人ホームコーポはるな
'箪

園長 ・副 園 長 と ともに、看 護 師 ・相談 員 ・事 務 員 ・

介護 員 ・給食員14名 で、50名 の利用者様 の健 やか な

生活 の お手伝 い をさせ ていただいてい る、軽費老人ホ ー

ムコーポ は るなです。今 年度 は、利用 者様 の処遇 に身

近 な介護 主任 が人 事異 動 でかわ りま した。 コoナ 禍 の

自粛 生活 に よ り、 自由な外 出等 がで きな くな った こ と

か ら、利用者 様 の心 身安定 した健康 維持 が コーポは る

なで は課 題 となって い ます。解 決策 を考 え取 り組み、

安全 な生 活 を守 るた めに も、感染 予防対策 の手 を緩 め

ず、心の ケア にも力 を入 れ、多方面か ら支援 で きるよ う、

職 員一同頑張 ってい きます。

グループホームはるなの家 〕

役職 の変更 はあ りま したが、 前年度 と職 員配置 もか

わ らず、4月 か らも日々奮 闘 し、利用者様 の生活の お

手伝 い に全力 で取 り組 んでい るグルー プホー ムは るな

の家です。 コロナ禍 であ って も、利用者様 の暮 らし ・

充 実 感 ・安心 は損 なわ ず、 ひ と りひ と りの尊厳 を守

り、心 に寄 り添 いなが ら喜怒哀楽 を受 け止 め、 は るな

の家で の生活 が 「楽 しい我 が家」 と利用者様 全員 に感

じてい ただ けるよう、頑 張 ってまい ります。

報

■ ..鳩

θ イサービスセンターはるなの家 〕一
相談員がかわ り、人事異動で新 たな職員 が加 わ り、心

機一転 したデイサ ービスセンターはるなの家です。個 々

の利用者様 それぞれにあった手厚いサポー トが受 けられ

るように、職 員一丸 となって取 り組んでい ます。昨今の

新型 ⊃ロナウイルス感染拡大に より、感染 リスクや感染

対策には細心 の注意 をは らい、 デイサー ビスが他のサー

ビス に代替 えで きない役割 を持 っているこ とを自負 し、

在宅生活 を維持す るためにも 「力 になれ る通所介護」 と

なるよう頑張 ってい きます。

風 薫 る季節 を迎 え、皆様 には ます ます ご健勝 の こと

とお慶 び申 し上 げ ます。 この春 の異動 で、 管理者 がか

わ り、職 員 も2名 の方 が新 たに仲 間入 りしま した。 コ

ロナ禍 も3年 目に入 り、終息 には時間が掛 かる と思 わ

れ ますが、若 い人材 を力 と し、利用者 の皆 さん が安心

して楽 しく暮 らせ る施 設作 りに、全力 を挙 げる1年 に

したい と思い ます。 今後 もグル ー プホーム はるなの里

の ご理解 ・ご指導の程 よろ しくお願 い致 します。
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初夏 の候 、皆 様 におかれ ましては、 ご清 栄の こととお慶 び申 し上 げます。 さて、令 和4年 度 りんごの里で は、

新規 利用者1名 が加 わ り、契約 者57名 でスター トとなりました。 職員 も2名 の方が人事異動 で加 わ り、活 気あ る日々

を過 ごしてお ります。近 年新 型 コロナウィルス感 染症 の影 響 で、 殆 どの行事が中止 となっており、 利用老 の皆様 に

も自粛 を強 いられ ることが多 く、 「楽 しさ ・楽 しみ」 を感 じる機会 が少なくなっております。 このような状 況下 に於

いても、 コロナ感 染対 策 を徹 底 したうえで、利 用者 の皆様 が楽 しめる行事 やイベン トを創意 工夫 しなが ら、 サー

ビスの向上 に努めてまいります。今後 も利用者 の皆様 が心 身 ともに明 るく、 充実 した日中活 動 を過 ごせ る事 業所 を

目指 し、 職 員一丸 となって取 り組 んでいきますので、何 卒 ご理 解 ご協 力の程 、宜 しくお願い 申しあげます。

　

⊂ りんごの里 「松森」 〕
一

当施 設 は、 平成24年5月 に開設 し、本 年で10周 年 を迎 えることが出

来 ました。 これ もひとえにご利 用老、 ご家族 をはじめ、 地域 の皆様、 関係

機 関の方々の暖 かいご支援 とご協 力のおか げと感謝 しております。

今年度 は職員 を1名 加 え、 新 たなスター トを切 りました。

新 型 ⊃ロナウイルスの影 響 により、 不安や心 配が取 り巻 く中、 ご利 用者

の皆様 が今後 も健 康 を維 持 し、安心 と生 き甲斐 を感 じなが ら、 自分 らしく

生活 がで きるように職 員一 同精一杯 努力 してまい りますので、 引 き続 きご支

援 ご指 導賜 りますようよろしくお願 い申し上 げます。

'

 

(は るなの里福祉サービスセンター1一
1年 で一 番爽 やか な季 節 を迎 え、 は るなの里 よりご挨 拶 申 し上 げます。

この春 の異動 で、黒 滝明人相談 役 を新 たに迎 え、職 員も5名 の方が新た

に仲 間入 りしました。 前年か ら続 くコロナ禍 の終息 はまだ見通 しがっかない

状況 ですが、新 しい人材 を力 とし利用者 の皆 さんが 「今 日も利 用 して良かっ

た。 とても楽 しか った。」 と笑顔 で帰 宅する施 設作 りに全力 を挙 げる1年 に

したい と思 います。 今後 も一層 のご理解 ・ご指 導 のほ どよろ しくお願 い致

します。
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はるなの里 「自由ヶ丘」 〕

新 緑 の季節 を迎 え、 グループホームはるなの里 「自由 ヶ丘」 よりご挨 拶

申し上 げます。 この春 の異動 に於 いて、1人 の職 員の入 れかわ りがあ りまし

た。現 在11名 の利用者 の皆 さんが元 気に生 活 してお ります。前年度か ら「自

由 ヶ丘」 独 自の行事 ・活動 をさらに推 進する一年 にしたい と、職 員一 同意

気込 んでお ります。 利用者 の皆 さんが 日々リフレッシュで きる生活 の場 を提

供 で きるよう頑 張 りますので、 なお一層のご理 解 ・ご支 援 のほ どよろ しくお

願 い致 します。

ぺ 子・■ 一 子』●・ぺ 子・

グループホームはるなの里 「桜ヶ丘」:

薫風 爽やかな季 節 を迎 え、 はるなの里 「桜 ヶ丘」 よりご挨拶 を申 し上 げ

ます。 春 の人事 異動 での職 員の異動 は無 く、 今 年 も現 在の職 員での施 設

運 営 となります。職 員 は、 年 々支 援 のための力 を付 けてお り、 利用者 が自

立 するために必 要 なバ ックアップが どん どんできる環 境が 整 いっつあ ると確

信 してお ります。 現在10名 の利用者 の皆 さんが、 日々自立 を目指 し楽 しく

生 活 してお ります。 今年度 も、 「桜 が丘 」 の強みであるアットホームな環 境

づ くりに力 を入れて参 ります。 今後 もなお一層 の ご指 導 ・ご理 解 の程 、 よ

ろしくお願 いいたします。

一_.t-一 ■ ・一 」`■ ・ぺ ⊥
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保育園みのり ⊃

みのり第2保育園 灘)

ここ数年 において保 育園運 営 もコロナ禍 に よ り大 き く様変 わ りして しまい ました。

数 々の行事 な どが軒並み簡 素化 に なった り中止 とな り、保護老及 び子 どもた ちの こ とを思1　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 /　
Ptt

う縦 轍 籍 三

,.,し た。の令和 、轍 光,輝 、道、な,、 子。、た、、職v

員 を照 らして くれ る 「み ち しるべ」 とな るよう祈 るばか りです。

今後 も子 どもたちの安全 を最優先 し、職員一 丸 とな り新型 コロナウ ィル ス感染 予防対策 を

講 じなが ら楽 しい保育 園生活 の提供 と精一杯 の思 い出作 りに努 めて まい ります。

'

4月26日(火)保 育園バス に乗 り、桜 ドライ ブに出

かけ ました。 弘前公園東門の前では、 しだれ桜 を背景

にみん なで記念撮影。 子 どもた ちの会話 がた くさんは

ずみ 「きれ いだね」「す て きだね」 と喜 び、 素敵 な思

い出 とな りました。

穣豊夢翼聾
桔梗野みのり保育園

暖かい春 の陽射 しの も と、令和4年 度 がスタ ー トし

ま した。

子 どもた ちが毎 日の登園 を楽 しみ にで きるよ う、 ま

た様 々 な経験 がで きるよ う職員一 同気持 ちも新 たに頑

張 ってい きたい と思い ます。

まだ まだ コoナ の終 息 は見 え ませ んが、今後 も感 染

予防 に努 め なが ら安心 安全の保 育 を行 ってい きたい と

思 い ます ので、 ご理解 とご協 力の程 よろ し くお願 い致

します。

たしろ保育園 命
8

ρ

新年度 が始 まってか ら早1ヶ 月。 西 目屋村 の桜 も、里 よ

り少 々遅 れて満開 とな りました。 た しろ保 育園の子 どもた
Lちは

、連 日観桜会 を楽 しみ なが ら、庭 を駆 け回 ってい ます。

今年 は 「木育」 を目標 として、 昨年 か ら計 画 を進 めて きま

した。具 体的 には、親 子 で ヒノ キペ ンダ ン ト作 りや廃材

を利用 した遊 具作 りな ど、年間 を通 して 「木」 や 「森林」

に親 しむ ワク ワク感が溢 れ る保 育 が狙 い です。一 味違 う、

た しろ保 育園 に乞 うご期待!
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弘前市豊田児童センター

新緑 が眩 しい今 日この頃、 「ただい ま。」 と

元 気 な声 が玄関に響 き渡 ります。

木村先生 との ご縁 でみの り福祉会 の職員 に

加 えていただ き、 豊田児童セ ンターで13年

目を迎 える春 に館 長 とい う重 責 を担 うこと と

な りま した山内葦与 と申 します。

皆様方 には豊田児童 セ ンターの長 い歴史 の

中での、 セ ンター活動 や一輪車活動 をご理解

頂 くと共 に応援頂 き深 く感謝 してお ります。

これか らは、豊 田の先人 た ちの想 い を引 き

継 ぎ今 まで以上 に豊田児童 セ ンター職員一人

ひ とりが、利用 して くだ さる児童 ・生徒 と真

摯 に向 き合 い、保護者様 の ご意見 に真剣 に耳

を傾 けなが ら歩んで参 りますので、 どうぞ引

き続 きご指導 くだ さい ます ようお願 い申 し上

げ ます。

一s"pu}∵
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今年度は新人職員6名 が採用され、4月1日

より各部署で活躍されています。

令和4年1月4日 にいなみや菓子店様

から銘菓バナナ最中をご寄贈していただい

ています。おやつとして利用者様 に提供 し

ました。 、.,

弘前市東部児童センター 〕

昨今、 コロナ禍 での様 々な制約等 か ら、地

域 の中の児童福祉施設 としての存在、役割 を

思 うこ とが多 くな りました。今年度、児童厚

生員1名 減員 の5人 体制 ですが、子 どもたち

が 「大 い に集 い、楽 しく遊 べ る場」、保護 者

の方 々 が 「安心 して働 き、休 息 出来 る場」、

地域 の方 々が 「憩 え る場」 と しての環 境 を整

え、 そ して、 ご家庭 の家族 団 らんの中 で 「楽

しい話題」 に上 るよ うな運営 に努 めて参 りた

い と考 え ます。

噸1織 璽瞭 整,
9、 議 締 旭

2019年 に30年 連続出陣 した一葉会ねぶたが

ラベルになりました

も

∫ ノラ.ゴ!フ_"i'」 ・'・ ・テ

♂
.、「

〕

三浦酒造 様か ら弘

前ねぶた300年 祭を

記念 して発 売され た

「豊盃」のボ トルに一

葉会の ねぶ たがデザ

インされま した。

この夏 はねぶ た気

分 に浸 りなが らお酒

を楽 しむこ とができ

ます。

施設 の情報 はインターネ ッ トに

掲載 してお ります。

QRコ ー ドを読み取るか

www.ichiyoukai.jp

にアクセス して

ください。
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ハ'竺 三 三

駈1-
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魑 妄 、

今年度最初のみちしるべをお届けしました。編集担当が新たに結成され、つ

たない部分もありますがご容赦いただければ幸いです。ご協力いただいた皆様

には心より感謝申し上げます。

「み ちしるべ1掲 載の個 人に関する情報は、 ご本人 ・ご家族様の許可 を得て掲載 させて頂いてお りますn


